
前号からの話題を引きずった形になりますが、今日ある薬局薬剤師学習会の症例検討例として次のよ

うな腎障害患者さんの事例を取り上げました(「八田告監修；ここが知りたかった腎機能チェック(2016

年)、南江堂」８３ｐのＣａｓｅ５)資料１。その中で問題点として上がった話題になります。

１）患者さんの背景                               

８８歳女性、身長１４５ｃｍ、体重３９ｋｇ。Ａ病院消化器内科から胃潰瘍用に、前回までランソプ

ラゾールＯＤ錠１５ｍｇ、１回１錠朝食後が処方されていたが、ランソプラゾール投与制限の８週を終

えたので今回よりファモチジン錠に変更になった。

臨床検査値結果は、ＢＵＮ；15.0mg/dL、Ｓｃｒ(血清クレアチニン値)；０．７mg/dL、ＡＳＴ；15IU/L、
ＡＬＴ；15IU/L で腎機能と肝機能は基準内。今回の処方内容はファモチジン錠２０ｍｇを１回１錠、

１日２回朝夕食後(１日４０ｍｇ)であった。

２）Ｃａｓｅ５の顛末                              

ファモチジンは腎排泄型薬なので、今回の処方量は適当かという問題だったのですが、結果としては

Cockcroft-Gault式(以下、ＣＧ式)から算出したクレアチニンクリアランス(Ｃｃｒ)が３４．２ｍL/分だ

ったので添付文書の用法用量から適量はファモチジン１日量として２０ｍｇで処方量の半量になりま

した。血清クレアチニン値が基準内であっても腎機能を示すＣｃｒがかなり低下している場合があるの

で気をつけましょうというのが資料１の症例でした。

３）Ｃａｓｅ５の問題点は                            

一つは血清クレアチニンの測定法にあります。前号でも触れましたが測定法には酵素法と Jaffé(ﾔｯﾌ
ｪ)法の２種類があり、日本では９０％以上の施設で酵素法が利用されています。酵素法 Scr と Jaffé 法

Scrには次のような関係があります。

酵素法Ｓｃｒ=０．９７７×Jaffé 法Ｓｃｒ－０．１９９  さらに次のように概算できます。

Jaffé 法Ｓｃｒ≒酵素法Ｓｃｒ＋０．２

これも前号で触れましたがＣＧ式のＳｃｒは Jaffé 法によるＳｃｒを基にして出来た式でしたので、

酵素法のＳｃｒをそのまま当てはめると誤差を生じてしまいます。『菅野彊監修；どんぐり未来塾の薬

物動態マスター術第２版(2019 年)、じほう』資料２の９７ｐ、１０５ｐに紹介されているようにＣＧ式に

は酵素法Ｓｃｒに０．２を加えて代入するとあります。

資料１のＣａｓｅ５ではＳｃｒ値が酵素法か Jaffé 法かの区別が書かれていませんでしたが、与えら

れたＳｃｒをそのままＣＧ式に利用していました。このＳｃｒ値が日本の多くの施設で利用されている

酵素法によるとして補正したＳｃｒをＣＧ式に当てはめるとＣｃｒは２６．６ｍＬ/分となり、ファモ

チジンの用法用量を見ますと、この時の適量は１日量として１０ｍｇとなります。つまり処方量の１/

４量が適量という答えになってしまいました。そもそもの問題点として「日本老年医学会編集；高齢者

の安全な薬物療法ガイドライン 2015」ではＨ２拮抗薬の高齢者への投与は認知低下やせん妄を起こす可

能性があるため『特に慎重な投与を要する薬物』として取り上げられていますので、１日最大量の４０
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ｍｇは元々８８歳のおばあちゃんへの処方としてはもってのほかと言えたでしょう。

４）酵素法Ｓｃｒと Jaffé 法Ｓｃｒの取扱いについて                

前号と同様にＣＧ式をエクセルソフトで下記の女性達に当てはめ年齢で追ってみましょう(下図)。

①女性：身長１４５ｃｍ、体重３９ｋｇ、Ｓｃｒ：０．７ｍｇ/ｄＬ(酵素法)の場合(資料１の例)

②女性：身長１５５ｃｍ、体重５０ｋｇ、Ｓｃｒ：１．０ｍｇ/ｄＬ(酵素法)の場合(資料２の例)

③女性：身長１７０ｃｍ、体重７５ｋｇ、Ｓｃｒ：１．０ｍｇ/ｄＬ(酵素法)の場合(体格の良い例)

各ＣＧ式Ｃｃｒを実測ＧＦＲに近いとされる未補正ｅＧＦＲ(青線)と比較してみます。

①女性では Jaffé 換算Ｃｃｒ(赤線)がｅＧＦＲ(青線)と若い間はよく合っていますが、高齢化の早い段

階(６０歳頃)で酵素法利用Ｃｃｒ(黒線)がｅＧＦＲとよく合致するようになります。①女性のように

かなり小柄な人は高齢になるにつれ、＋０．２にしない方がｅＧＦＲに近くなるようです。

②女性は中肉中背という感じでしょうか。かなりの高齢になる迄(７５歳付近)は＋０．２の Jaffé 換算

ＣｃｒがｅＧＦＲを反映していますが、更に年齢を重ねると酵素法の値が良く当てはまります。

③女性はかなり大柄な女性になりますが、＋０．２のJaffé換算ＣｃｒがｅＧＦＲとより合致しますが、

若い間はかなりの解離を見せています。ＣＧ式とｅＧＦＲ式の関係で『ｅＧＦＲ(mL/分)=０．７８９

×Ｃｃｒ(CG 式)』が知られていますが、この式は大柄な人で若い間に成立しそうな式のようです。

以上をまとめますと、小柄な人ほど高齢時(６０歳以上)には＋０．２の Jaffé 換算Ｃｃｒは反って当て

はまりにくくなり、中柄な人では７５歳以上で同様に当て

はまりにくい。大柄な人は若い間は解離が大きいものの、

かなり高齢になっても＋０．２の Jaffé 換算ＣｃｒがｅＧ

ＦＲに当てはまる。

総じてＳｃｒが酵素法で求められたからと言って資料

２のように一律に０．２をプラスするのも人によりけり

という結果となってしまいました。

ｅＧＦＲですら７５％の症例で実測ＧＦＲ±３０％に

入る程度の正確度と言われています。ましてＣｃｒでは尚

更という感じでしょう。真っ暗な手探り状態から一歩前に

進んだ出発点としてＣＧ法Ｃｃｒをとらえ、そこからさら

に検討していくための推定式なのだと思います。(終わり)


